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枝 豆 の 早 出 し栽 培 に 関 す る試 験

野 崎 光 夫・ 鈴 木 惣 蔵

(宮 城 県農試)

1ま え が き

枝豆は年間を通じ出回わ り,需要も年 々増加 してい

る。その最盛期は 6月 から10月 までの 5カ 月間である

が,価格は 8月 から9月 にかけて低落し早出しほど高値

を示している。

枝豆の作型は 4月 から5月 に収穫する促成栽培, 6月

から7月 に収穫する早熟栽培,11月 から12月収穫の抑制

栽培および 8月 から10月 収穫の普通栽培と4型に大別さ

れる。普通栽培を除く所謂不時栽培は従来移植栽培なら

びにン`ウス栽培などが主体となり,一般には集約的な栽

培法でかなり制約を受ける。本試験でとりあげた 6月 か

ら7月 収穫の所謂早熱栽培は比較的労働のかからない
,

しかも価格の高い6月 下旬から7月 初めの出荷を目標と

したもので,昭41～42年にポリエテレンフィルムによる

マルチとビユー′レトンネルを併用し播種期と収護時期と

の関係を調査した。2カ年ともはぼ同様の結果が得られ

たので昭和41年の成績は省略した。また透明フィルムマ

ルチ栽培で大きな問題となるものに雑草防除がある。昭

和42～43年に有効と思われる除単剤について検討したの

でその結果もあわせて報告する。

2試 験 方 法

1 播種期試験

供試した品種は4ヽ袖振 (極早生),自 鳥 (早生)で 4

月 5日 播, 4月 15日 播 (マ ルチ+ト ンネル),4月 25日

播 (マ ルチ,裸地)と した。栽植様式は 50Cπ ×7 5επ,

2本立,施肥量はα当 り成分量,窒素400′ ,燐酸600

′,カロ里 600′ である。

なお, トンネルは第 1本葉～第 2本業時に除去したが

晩霜のおそれのある場合は夜間のみ被覆した。

2 マルチ栽培における除草剤試験

昭和42年度 (α 当り成分量)

MCC水和剤 60′ , F52粒剤 15′ , PCP粒剤 140

′を供試した。

昭和43年度 (α 当り成分量)

MCC水和剤 30′・40y,Mcc粒剤 40′・60′・

80′ を供試した。

水和剤は水10ι に溶かし,小型噴霧器で,粒剤は手ま

きとし,それぞれフィルム被覆前土裏処理を行なった。

栽藤 式50`π × 7 5θπ2本立,品種ヤま白.鳥である。

3.試験結果および考察

1 播種期試験

生育ならびに収量は第 1表に示したが,フ ィルムマル

チにビニール トンネルを併用することにより地温上昇が

大きく,発芽は極めて良く,すなわち発芽日数短かく斉

一でスタートが良く,以後の生育も極めて良好であっ

たが,5月 6日 頃より高温乾燥障害と思われる褐斑が本

葉に発生した。すなわち4月 5日 播の2葉時, 1葉に,
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4月 15日 播の1葉時,初葉にそれぞれ発生し後白斑とな

った。そのほか特にとりあげる障害はなく生育は順調で

あった。開花までの日数ならびに収穫までの日数は 2品

種ともに,フ ィルムマルチ+ビニール トンネルおよびマ

ルチと裸地との間に大きな差はみられなかった。

枝豆の収穫時期はフィルムマルチにビニール トンネル

を併用した 4月 5日 播小袖振は 6月 27日 ,自 鳥では 7月

8日 となった。これを裸地栽培の播種早限と考えられる

4月 25日播の収穫期に比較すると,小袖振15日 ,自 ,鳥 で

は22日 促進された。特にマルチ+ト ンネル区は草姿,奏

着きともに良好であった。

同じく4月 15日 播においては,小袖振 7月 3日 収護と

なり裸地に比較し9日 促進,自鳥は 7月 13日 収穫で17日

促進した。

また, 4月 25日 播マルチの小袖振は7月 10日 1又穫とな

り2日 の促進となった。自鳥では 7月 25日収穫となり同

じく5日 促進した。以_ヒのように早播ほど早期収穫が可

能となった。

茎奏重ではいずれも多収であるが区間では2品種とも

4月 5日 播がやや低下した。

lα 当り粗収入を4｀袖振についてみると, 4月 25日播

の普通栽培に比較し,4月 5日 播 (マ ルチ+ト ンネル)

で45%増 , 4月 15日 播 (マ ルチ+ト ンネル)では茎泰重

多〈,単価も5日 播と大差がなく比較的高かったので早

播より12%多い53%増 となった。また4月 25日播マルチ

では10%増 となった。

自鳥は 4月 5日播で127%増 ,4月 15日 播では123%増

となり4月 5日 播との差ははとんどなかった。また4月

25日播(マルチ)においても53%増 ときわめて多かった。

単価は年度により差がみられ出荷量と反比例するが 7

月中旬までの変動は比較的少なく,価格は高く相対的な

需要がかな り高い。以上のことからフィルムマルチとビ

ニール トンネル併用による播種は 4月 中旬まで と考え

る。また品種では収穫時ll」 では小袖振が早く,生育量で
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は自,鳥が優った。

2 マルチ栽培における除草剤試験

マルチ栽培の場合大きな問題となるのは雑草の発生

で,その優占雑草はメヒシバである。無処理では雑草に

より,シー トが次第におし上げられ,枝豆は徒長し,茎
やや細く,分枝少なく,下位業数は少なく, したがって

全葵数も減少するなど大きな障害となった。

2カ 年にわたり試験した結果は第 2～ 3表のとおりで

ある。

薬害,各薬剤とも発芽障害ならびに生育障害はみられ

なかった。

除草効果,MCC水 和剤が顕著な成績を示した。すな

わちMCC水和剤30′ ではメヒシバがゎずかに発生する

が40′ ではほとんと発生がなく,かつ持続期間も長くわ

ずかに植穴Frl近の発生にととまった。またMCC粒剤は

散布むらによる低下が大きく,やや低下した。F52粒剤

はMCC水和剤におよばないが効果はきわめて高い。ま

たPCP粒剤はメヒシパに対する効果少なく低下した。

以上のようにマルチ栽培用除草剤としてはMcc水和

剤が極めて有効で,C当 り成分量で30′程度をフィルム

被覆前上壊処理することによりほぼ完全に防除できるこ

とが認められた。

ニュー ソ 7L/ゴ ー導 入 に 関 す る研 究

第 1報 とうもろこしとの比較 と利用型の想定

米 田

佐 藤

ま え が き

米国において栽培されているソルガムとスーダングラ

スの種間雑種であるこューンルゴーを1967年度において

試作したが,一般的特性,栽培の適否および従来の青刈

とうもろこしとの比較における利用型について一応の結

果を得,有望な作物と思われるので報告して各位のご叱

正を仰ぎたい。

1 ニューソルゴーの作物的性状

F■ 雑種で, ソルガムの耐早ばつ性とスーダングラス

の再生力の両特性を併有し,草丈は 2～ 3π に連し,地
際部の節から不定根を出す。刈取り後,生長点が刈り取

られないで残っていると,再生茎が仲長し,ま た,分け

つは刈り取られるごとに増加する性質をもっている。

2 ニューツルゴーの利点と欠点

1利  点

“

)極多収なうえ,土地利用の範囲が大きい。

0)再生力が強く,分けつ力も旺盛で牧草的性格をも

ち,反復刈取りが可能なうえ,夏期の高温時において,

秋 作・ 古 沢 典 夫

忠 士 。大 野 康 雄

(岩 手県農 試)

他作物にみられない仲長力を有する。

3)密播して夏期にも下葉の枯上 りがない。

に)耐倒伏性が大,すなわち,倒伏しても折損するも

のは少なく,倒靡するが回復力が強く,機械化.と くに

刈取機利用が容易である。

6)耐病・耐虫性が大である。

6)播種当初から幼植物時代に鳥害をうけない。

レ)初期生育が良好で,雑草抑圧力が大きい。

3)牛の嗜好性が大,と くに初期の若葉時代に好んで

食べられる。

2欠 点

に)糊熱期以降・茎基部が硬化する。

●)幼植物 (20。″以下)時代に青酸含量が多いといわ

れる。

3 モデル利用型の想定

1.区分A:サイレージ利用型(と うもるこし対象)

年間 2回サイレージを作る型で, 1回 目はサンマーサイ

レージで,ヘ ィサィレージに劣らぬ水分の少ない良質の

ものができると思われる。 2回 日は冬期間の飼料確保の

サイレージで,両回とも,それぞれ 5ト ン/10α 位の生

草収量が可能である。


